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●プロローグ・地平線のかなたへ より「春に」/木下牧子作曲
第 1部 生きるよるこびをうたう
。淀川三十石舟唄 ‥。千原英喜作曲
・アムール河の波 …・M.キ ュッス作曲・本並美徳/男声版淵ぽ
。自樺 … M.フラトキン・作曲
。道 … A.ノ ビコフ作曲
・ぶどうとかたばみ …谷川 雁作詞・新実徳菜
・花のうた…佐藤 信作詞・林 光作曲 ||■
。林光 …。 (日本抒情歌曲集)よ り
「ゴンドラの唄」「浜辺の歌」
。雨 …。多田武彦 。組曲「雨」より
0「鴎」「サッカーによせて」・…木下牧

第2部 ビアノ・ ソロ 近藤 静
ショバン

・パラード第 1番  卜短調 op.23
・バラード第 3番 変イ長調 op.47

第3部 人間の尊厳をうたう
。死んだ男の残したものは…・谷川俊太郎作詞・武満 徹作曲
・林道人夫 …・藤原和義作詞作曲。さのよしひこ編曲
・ヤマよ夕張よわがいのちつげよ…・森谷たけし作詞・高平つぐゆき作曲
・地底のうた。・・荒木 栄作詞 0作曲
・労働者はいいぞ…・橋本邦久。労働者はいいぞ製作委員会作詞
・日々草 …星野富弘作詞 加羽澤美濃作曲
。川の流れのように…・秋元 康作詞・見岳 章作曲
・華厳経 …柴田南雄作曲
。他

●指 揮 :本並 美徳 /檀 美矢□生
●ピアノ :近藤  静
●アコーディオン :宝木  実
●含 唱 :男声合唱団「昴」

「地底のうた」をうたう男声合唱団

LttL準 4/27o
PMl:00開場 2:00開演
ザ・シンフォニーホール
」R環状線福島駅より北へ徒歩5分

丁EL 06…6453-1010

攀へ轟サ等懺十韓爵おオよ(前売り指定)

攀:う 1轟 Y懺 ,4姜 :ま 4》 (当日指定・1230より座席券と引き換え)

未就学児童は入場できません

お問い合わせ > 090‐8168‐9347(岡邑洋介)
男声含口昌団「昴」ホームベージ >

090‐6058‐5652(立川孝信) 090口 9270‐2971(本並美徳)
http:ノ/homepage2.nifty.oori/subaru口 rncs/
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団 費

運 緒

会 場 合歓歌 (ねむか)ホール
地下鉄谷町線「谷町6丁目」③番出回南徒歩2分

新谷町第2ビル308号
〒542-0012 大阪市中央区谷町フ丁目1-39

新谷町第2ビル308号

月2500円 (正団員の場合)

岡邑洋介 (090…8168-9347)

=り
‖孝信:(090-6058-5652)
4蓮並美饗:(090-9270… 2971)

長堀通  三井住友銀行 鍮 儘辱押讐早行押線谷町六丁目駅

鸞□―ソン

鬱 3番出口

はいからほり

フアミリーマート機
やよい軒

畿大阪谷町郵便局

諺 来
"Чて参

鼈 灘響奮翻畿1

軍国主義教育の中で育つた当時 15才 の藤後少年 (現団長)は、自ら

志願して満州に渡つた。

日本の敗北であわやシベリア送りという時、少年の消え入りそうな心

をふるい立てる歌に出会つた。

それがロシア兵の男声合唱だつた。

少年は思つた。いつか日本に帰ってこんな男声合唱団をつくりたいと。

2000年 春、その願いが叶つた。音楽は平和の力・生きる力を

モットーにして、大阪に「昴」が産声を上げた。

憲法を守る九条の会で、斗いを励ます労働者のつどいで、ミュージカ

ルの舞台で、中国南京や佐渡の旅で、そして日本のうたこえ祭典で、

旺盛に演奏活動を展開してきた。

練習の後は飲み会で大交流、各々の人生を語り、未来を語り合う。

平均年令65才ながら、身も心も青春真盛り、50名 の団員で、第4回

コンサート(ザ・シンフォニーホール)を成功させようと燃えている。

2000年   団結成

2002年   日本のうたこえ福岡祭典コンクールで 1位

2003年   同 長野祭典コンクールで3位

2004年   ファストコンサート(950名 )

2004年   日本のうたこえ沖縄祭典コンクールで 1位

2005年   同 広島祭典コンクールで 1位次席

2006年   セカンドコンサート(1100名 )

2006年   日本のうたこえ福丼祭典コンクールで2位次席

2007年   春を呼ぶサードコンサート(600名 )

6歳よリピアノを始め金澤奈津子、(故 )金澤益孝の両氏に師事。

大阪芸術大学にて (故 )金澤益孝、田中伴子氏のもとで研鑽

を積むが、3回生在学時に参加したイェルク・デームス氏の夏

期講習会にてウィーン留学を勧められ、以後、7年間ウィーン

に留学。ウィーン市立音楽院在学中は、グル八ルト・ゲレチュ

レーガー、オットー・プロープストの各氏に師事。ウィーン市立

音楽院ピアノ演奏科卒業。ディプロム取得。留学中ドイツにて

クラウス・シルデ、ウィーンでルドルフ・ケーラーのマイスター

クルスに参加し各地で演奏する。2003年滋賀県フィガロ・ホ

ールにてリサイタル。2004年いずみホールにて関西フィル
八―モニー管弦楽団とベートーヴェンのビアノ協奏曲≪皇帝≫

を共演。2005年芦屋にてクラリネットの仲田真弓氏とデュオ・

リサイタル。2006年 4月大阪・フェニックスホールにてリサ
イタル。現在、京都市在住。後進の指導、室内楽、声楽の伴奏

者として、また師デームス来日時には通訳者としても活動し

ている。2005年秋より昂のビアノ担当。

ザ・シンフォニーホール略図

」R大阪駅

鬱大阪駅北口より阪急バス 1フ系統 南バス41系統で大淀南 1丁難下薫
鰺J程壌状線福島駅より北へ縫歩5～6分
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プロローグ 「地平線のかなたへ」より「春に」谷川俊太郎/作詞 木下牧子/作曲

第 ′部 生きるようこびをう左う

淀川三十石舟唄     大阪民謡                      〔ソロ:乾 正明〕
浜辺の歌        林古渓/イ儒司 成田為三/イ乍曲 林光/編曲
ゴンドラの歌      吉井勇/作詞 中山晋平/作曲 林光/編曲         〔ソロ:檀 美知生〕
アムール河の波     Kヮ シリエフ。Sポポフ/作詞 Mキュッス/作曲 本並美徳/編曲 〔ソロ:富樫龍―〕
道             Lオ シャーニン/作詞 Aノ ビコフ/作曲 中央合唱団/訳詩    〔ソロ:浅井 /TE夫〕
白柏書           ∨ラザレフ/作詞 Mフラトキン/作曲 関鑑子/訳詩
′3やどうとかた|ぎみ    谷川雁/作詞 新実徳英/作・編曲
花の歌         佐藤信/作詞 林光/イ乍曲               〔ソロ:富樫龍一〕

雨             八木重吉/作詞 多田武彦/作曲 土肥永津子/ピアノ編曲   〔ソロ:樋渡 誠〕
鴎             三好 達治/作詞 木下 牧子/作曲 本並 美徳/編曲
サッカーによせて    谷り 俊太郎/作詞 木下牧子/作曲

第 2″ どアノ οノロ  近藤 静
シ∃バン

バラー ド第 1番  卜短調 作品23
バラー ド第 3番 変イ長調 作品47

………………………………………… 休 憩

第θ部 ス間の尊厳をう左う

死んだ男の残したものは 谷川俊太郎/作詞 武満徹/作曲 赤堀文雄/編曲
林道人夫         藤原禾□義/作詞・作曲 さのよしひこ/1tFR曲           〔ソロ:奥村克美〕
ヤマよ夕張よわが命つ|ずよ 森谷たけし/作詞 高平つぐゆき/作曲 檀美知生/編曲
地底のうた       荒木栄/作詞・作曲 本並美徳/編曲            〔ソロ:干秋昌弘〕

労働者はいいぞ     橋本邦力 労働者はいいぞ制作委員会
日々草          星野富弘/作詞 加羽澤美濃/作曲 本並美徳/編曲
川の流れのように    秋元康/作詞 見岳章/作曲
華厳経        柴田南雄/イ乍曲

|′∨e got six pence     古庄雄二/訳詩 福永陽一郎/1Fm曲 土肥永津子/ピアノ編曲

●指     揮
●ピ  ア  ノ
●アコーディオン

●合     唱

●司     会

本並美徳 /檀 美知生
近藤静

宝木実 / 安場みどり
男声合唱団「昴」

「地底のうた」をうたう特別合唱団

ケイ 0シュガー
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花の歌

ヤマよ夕張よ

わが命つげよ

じそこ

地底のうた

け ごんきょう

華厳経

シヨバン   ||■
バラ=ド第1番 卜短調作品23番 ||
バラTド 1第10番変イ長調作品|″番

男声合唱団「昴」のあゆみ
2000年  うたごえの現役やOBたち20人で結成
2002年  日本のうたごえ福岡祭典でA部門1位
2003年  日うた長野祭興でA部門31立。
2004年  ファースト∃ンサート (950名 )
2004年  日うた沖縄祭典でB部門 1イ立
2005年  日うた広島祭典でB部門 1イ立次席
2006年  セカンド・∃ンサート (1100C)
2006年  日うた福丼祭典でB部門2位次席
2006年  佐渡公演
2007年  春をよぶサードコンサート (600名 )
2007年  日うた奈良祭典でBttP5銀賞

鴎

曲 目電翠言党

1長年の大国の抑圧からやっと解き放たれた喜びも束の間、lll」民族、他宗教間の車し礫を
生み、国内戦争が起こる。この歌は、20万人が犠牲となったボスニア・ヘルツェゴミナ

戦争の1悲劇を歌つている。作詞者の谷川雁は、鮮烈な言葉で読む人の心を一瞬にとらえ

てしまう詩人として矢□られている。

|||「アメリカの裏庭」といわれ続けてきた南アメリカ諸国にも、いま、アメリカの支配を
|‐断ち切る新しい花の芽が、つぎつぎに芽生えている。この歌は、キューバ革命にも参加

|し 39歳で他界.したチェ・ゲバラの闘いを描いた佐藤信の作詞。それに林光が曲をつけ

|てい|る。

■大阪市生まれの詩人三好達治の、終戦直後(1946)の「砂の砦」より。三好達治は優し

い文体で多くの愛L9n詩を生んだ。この詩は、軍国主義の暴虐から解放された戦後の自

由の1中‐で作られ、「ついに自由は彼らのものだ」が何度も繰り返されている。戦前に戦

争詩も書ぃたという作者の陰影がこの詩の客観的な表現に反映されているという見
/m~tlあ る。

1映Ⅲ「幸せの黄色ぃハンカチ」で有名な坂道と緑の多い町ダ張はかって炭鉱で活況を
呈していた。だが1981年 10月にガス突出事故が発生し、31人の死亡が確認されたが、

02名簿
‐摯下火災により、死亡確認もないまま注水され殺された。

|この1歌は、三池闘争でも闘ちた檀上さゎえが、いち早く夕張支援に駆けつけ、自身の

リサイタルのために委嘱r初演した組曲「鳩よ飛ベタ張へ」の1曲。詞は今も夕張再建の
た.めに自うてしヽる元炭鉱芳働者、森谷たけしによる。

|‐ァメリカあ日本べの石油エネルギー支配を背景として、1960年三井三池炭鉱は、
1278名 にの|ばる含理化指名解雇を発した。これに抗する労101者に、武装警宮、右翼暴力

団など|が激しく襲いかかった。この闘いは、安保闘争と結合して全国自もな歴史的反合理

化闘争となって発展した。自らも炭鉱労働者であった荒本栄は、生産現場の生々しぃ言

葉を聞き取り、労働者のたくましさ、温かさ、誇らしさを謳いあげ、うたごえ運動におけ

る金字塔といえる組曲を作りあげた。               .

|1大乗
‐仏教の経典のひとつ。世界に存在する一切のものは、すべて微塵なものからなり

たち:ひとつの微塵のなかに全世界を映しており、一瞬のなかに永遠を含んでいる。そ

れらはたがぃに等しく結びつき、そのすべてが、存在の意味を有しているという。華厳

経はこ|うし.た世界観を説し`てぃる:

1第 1番 卜短調は、映画「戦場のピアニスト」でも主人公がドイツ将校の前で演奏した曲
としても有名で、ショバンの祖国への想いと、祖国を侵路するロシア軍への激しい怒り

が激情となって素直に現われ曲。第3番変イ長調は、「水の精」という冨J題がついている。

青年が岸辺で出会っt―少女に愛を誓うが、男の永遠の愛など信じない少女は、水の精に

姿を変えて青年を誘惑する。たちまち心を奪われた男は、決して補らえられない水の精

を追いつづける罰を負わされる。

指揮者檀 美知生l旨揮者本並 美徳
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団長 藤 後 博 巳

本日は男声合唱団《昴》第4回コンサートに足をお運びいただき誠にありがとうございます。このコンサート

の開催は、ひとえに皆様のご支援によるものと深く感謝いたしております。

いま、労働条件の悪化、低所得者層の増大が進み、時間的にも経済的llも文化を享受する国民の権禾Jが圧迫

されて、人間の尊厳がないがしろにされています。一方、企業と政府の責任を追及した薬害訴訟などに見られ

る「人間の尊厳を守るたたかい」も国民の大きな共感を呼んでいます。

私たちは、一人ひとりの生命が尊重され、だれもが安心して暮らしていける社会を願い、「人間の尊厳」を今

回のコンサー トのテーマにいたしました。これまでの演奏曲の集大成との思いを込めて、皆様のご共感をいた

だけるよう全力で演奏させていただきます。

近 藤  静
ウィーン市立音楽院ピアノ演奏科卒業。ディプロム取得。これまでに

金澤奈津子、(故)金澤益孝、田中伴子、イェルク・デームスら他各氏に師

事。2003年滋賀県フィガロホールにてリサイタル。2004年 いずみホー

ルにてベー トーヴェンのビアノ協奏曲《皇帝》を、関西フィルハーモニ

ー管弦楽団と共演。2006年フェニックスホールにてリサイタルの他、数々

の演奏会でソリス トとして、また室内楽、声楽の伴奏者として活躍。音

楽関係の通訳者としても活動。2005年秋より男声合唱団昴のビアノ担当。

ケイ・ンユガ~体名佐藤圭子)
京都市出身。大阪民主新報の記者として働

きながら(現編集長)2004年秋頃から自作曲
などのビアノの弾き語りを始め、全国各地で

音楽活動を展開。主なオリジナルは高齢者夫

妻の人間賛歌「朝の風につつまれてJ難病少女

の生涯を歌った「天国に還った天使Jや「多喜

二へのレクイエムJ。

出 演

指   揮 本並美徳 檀 美知生
ピ ア ノ 近藤 静
アコーディオン 宝木 実 安場みどり

テノール 1 池田垣二郎 伊藤 知
千秋昌弘 西川 寛
吉田雄三 若園達雄

テノール 2 岩本廣便 奥村克美
寺脇伸育 西村 勲
米川 勲

バ リ トン 岡邑洋介 清水恭太郎
仲谷増広 長屋敏郎
林 弘訓 松本幸広

バ   ス 浅井和夫 石橋章一
佐藤睦紀 土井一正
はが 武 広瀬禎男

「地底のうたJ特別合唱団

大森輝夫 衣川洋一 清水賢造
藤本 薫 三宅俊治 森川和男

0●●●
練習日 第 1・第 3・第 5金曜  18:30か ら

第 3・第 5日 曜  14:00か ら

会場 合歓歌 (ねむか)ホール
地下鉄谷町線「谷町6丁 目」③番出口南徒歩2分

新谷町第 2ビル3階 308号

〒5420012

大阪市中央区谷町7丁 目139

新谷町第2ビル308号

団 費 月2500円
連 絡 岡邑 洋介 (09081689347)

立川 孝信 (09060585652)

本並 美徳 (090-9270-2971)

立川孝信

樋渡 誠

醍醐俊夫

馬場 宏

寺尾正明

長屋正義

乾 正明
藤後博巳

藤田昭徳

檀美知生

山本直一

高田和弘

山本鉱郎

富樫龍一

橋本邦久

相根義治

西島国介

三村千晴

新庄佑三
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し
か
し
悲
し
み
で
も
あ
る

苛
立
ち
だ
　
し
か
も
安
ら
ぎ
が
あ
る
　
憧
れ
だ

そ
し
て
怒
り
が
隠
れ
て
い
る

心
の
ダ
ム
に
堰
き
止
め
ら
れ
　
淀
み
渦
巻
き
せ
め
ぎ
あ
い

今
あ
ふ
れ
よ
う
と
す
る

こ
の
気
持
ち
は
何
だ
ろ
う
　
こ
の
気
持
ち
は
何
だ
ろ
う

あ
の
空
の
あ
の
青
に
　
手
を
浸
し
た
い

ま
だ
会
っ
た
こ
と
の
な
い
　
す
べ
て
の
人
と

会
っ
て
み
た
い
　
話
し
て
み
た
い

明
日
と
明
後
日
が

一
度
に
来
る
と
い
い

僕
は
も
ど
か
し
い
　
地
平
線
の
か
な
た
へ
と
歩
き
続
け
た
い

そ
の
く
せ
　
こ
の
草
の
上
で
じ
っ
と
し
て
い
た
い

声
に
な
ら
な
い
叫
び
と
な
っ
て
　
フ」
み
上
げ
る

こ
の
気
持
ち
は
何
だ
ろ
う

淀
川
三
十
石
舟
唄

大
阪
民
謡

ヤ
ー
レ
ー
サ
エ
ー

伏
見
下
が
れ
ば
淀
と
は
エ
ー
ヨ
ー

こ
こ
は
枚
方
鍵
屋
前
よ

ア
レ
サ
ヨ
ー
エ

ヤ
レ
ー
サ
ー
エ
ー

淀
の
上
手
の
千
両
の
松
よ

こ
こ
は
大
阪
八
軒
屋

ヤ
レ
サ
ヨ
ー
エ

浜
辺
の
歌

林
　
古
渓
作
詞

成
田
為
三
作
曲

林
　
光
編
曲

あ
し
た
　
浜
辺
を
さ
ま
よ
え
ば
　
昔
の
事
ぞ
　
偲
ば
る
る

風
の
音
よ
　
雲
の
様
よ
　
寄
す
る
波
も
　
貝
の
色
も

ゆ
う
べ
　
浜
辺
を
も
と
お
れ
ば
　
昔
の
人
ぞ
　
偲
ば
る
る

寄
す
る
波
よ
　
返
す
波
よ
　
月
の
色
も
　
星
の
影
も

あ
し
た
　
浜
辺
を
さ
ま
よ
え
ば
　
昔
の
事
ぞ
　
偲
ば
る
る

風
の
音
よ
　
雲
の
様
よ
　
寄
す
る
波
も
　
貝
の
色
も

ゴ
ン
ド
ラ
の
歌

吉
井
　
勇
作
詞

中
山
晋
平
作
曲

林
　
光
編
曲

命
短
し
恋
せ
よ
乙
女
　
紅
き
唇
あ
せ
ぬ
ま
に

熱
き
血
潮
の
冷
え
ぬ
ま
に
　
明
日
の
月
日
は
無
い
も
の
を

命
短
し
恋
せ
よ
乙
女
　
い
ざ
手
を
と
り
て
か
の
舟
に

い
ざ
燃
ゆ
る
頬
を
君
が
頬
に
　
，サ
」
に
は
誰
も
来
ぬ
も
の
を

命
短
し
恋
せ
よ
乙
女
　
黒
髪
の
色
あ
せ
ぬ
ま
に

心
の
炎
消
え
ぬ
ま
に
　
今
日
は
ふ
た
た
び
来
ぬ
も
の
を

ア
ム
ー
ル
河
の
波

Ｋ
ワ
シ
リ
エ
フ
・
Ｓ
ポ
ポ
フ
作
詞

Ｍ
キ
ュ
ッ
ス
作
曲

本
並
美
徳
編
曲

見
よ
　
ア
ム
ー
ル
に
波
白
く
　

ンヽ
ベ
リ
ア
の
風
た
て
ば

木
々
そ
よ
ぐ
川
野
辺
に

波
逆
巻
き
て
　
溢
れ
来
る
水
　
豊
か
に
流
る

船
人
の
歌
響
き
　
紅
の
日
は
昇
る
　
喜
び
の
歌
声
は

川
面
を
渡
り
　
遥
か
な
野
辺
に
　
幸
を
伝
え
る

麗
し
の
流
れ
　
広
き
ア
ム
ー
ル
の
面

白
銀
成
し
　
自
銀
成
し
　
騒
ぐ
川
波

広
き
海
め
ざ
し
　
昔同
ま
り
行
く
波

白
銀
成
し
　
白
銀
成
し
　
騒
ぐ
川
波

自
由
の
河
よ
ア
ム
ー
ル
　
一麗
し
の
河
よ
　
故
郷
の
平
和
を
守
れ

岸
辺
に
日
は
落
ち
　
森
渡
る
風
に
　
さ
ざ
波
　
黄
金
を
散
ら
す

平
和
の
守
り
　
広
き
ア
ム
ー
ル
河

我
が
船
は
行
く
　
し
ぶ
き
を
上
げ
て

船
先
に
立
て
ば
　
波
音
高
く

開
け
ゆ
く
世
の
　
幸
を
た
た
え
て

見
よ
　
ア
ム
ー
ル
に
波
白
く
　
ンヽ
ベ
リ
ア
の
風
た
て
ば

木
々
そ
よ
ぐ
川
野
辺
に

波
逆
巻
き
て
　
溢
れ
来
る
水
　
豊
か
に
流
る

道

シ
ャ
ー
ニ
ン
作
詞

Ａ
ノ
ビ
コ
フ
作
曲

中
央
合
唱
団
訳
詩

お
お
道
よ
　
立
つ
ほ
こ
り
　
寒
さ
に
ふ
る
え

繁
る
ブ
ー
リ
ャ
ン

明
臥
を
も
我
知
ら
ず
　
い
つ
荒
れ
野
の
　
露
と
消
え
ん

ほ
こ
り
は
畑
に
　
野
辺
に
山
に

あ
た
り
は
火
の
海
　
弾
丸
は
飛
ぶ

お
お
道
よ
　
立
つ
ほ
こ
り
　
寒
さ
に
ふ
る
え

繁
る
ブ
ー
リ
ャ
ン

器
は
上
に
舞
い
　
友
は
ブ
ー
リ
ャ
ン
の
中
に
眠
る

け
れ
ど
な
お
道
は
　
ほ
こ
り
込
め
て

炎
果
て
も
な
く
　
燃
え
あ
が
る

お
お
道
よ
　
立
つ
ほ
こ
り
　
寒
さ
に
ふ
る
え

繁
る
ブ
ー
リ
ャ
ン

林
に
日
は
昇
る
　
故
郷
出
で
　
母
ぞ
思
う

お
お
道
よ
　
立
つ
ほ
こ
り
　
寒
さ
に
ふ
る
え

繁
る
ブ
ー
リ
ャ
ン
　
お
お
友
よ
思
い
出
さ
ん
　
ほ
こ
り
の
道

忘
れ
ら
れ
ぬ
　
あ
あ

白
　

樺

Ｖ
ラ
ザ
レ
フ
作
詞

Ｍ
フ
ラ
ト
キ
ン
作
曲

関
　
鑑
子
訳
詩

乙
女
の
髪
に
触
れ
　
そ
の
眼
差
し
追
い

夜
も
す
が
ら
ざ
わ
め
く
　
葉
擦
れ
の
歌
聞
く

白
樺
　
白
樺
　
何
を
　
我
に
　
告
げ
る

白
樺
の
歌
は
　
か
の
春
の
歌
か

忘
れ
え
ぬ
戦
い
の
　
厳
し
思
い
出
の
歌
か

白
樺
　
白
樺
　
何
を
　
我
に
　
告
げ
る

鉛
の
吹
雪
に
　
地
上
は
焼
け
崩
れ

若
者
は
武
器
取
り
　
戦
い
に
行
く
か

白
樺
　
白
樺
　
何
を
　
我
に
　
告
げ
る

モ
ス
ク
ワ
郊
外
の
自
樺
　
夜
も
す
が
ら
目
覚
め
　
，

パ
リ
の
マ
ロ
ニ
エ
眠
ら
ず
　
葉
擦
れ
の
歌
聞
く

白
樺
　
白
樺
　
何
を
　
我
に
　
告
げ
る

ぶ
ど
う
と
か
た
ば
み

谷
川
　
雁
作
詞

．　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
実
徳
英
作

・
編
曲

朝
焼
け
　
一言
葉

一
つ
弾
け
る
　
ぶ
ど
う
の
房
に

弾
音
轟
き
　
山朋
れ
る
窓
か
ら
　
子
供
達
が
逃
れ
る

流
れ
た
血
潮
は
　
そ
の
ま
ま
に
錆
び
つ
く

敵
と
は
友
の
蒔
い
た
や
さ
し
さ
　
隣
に
生
え
る
苦
し
み
の
花

今
日
は
昨
日
と
な
に
も
か
も
違
う

戦
い
止
ま
ぬ
白
い
わ
が
町
　
ほ
の
か
に
熟
れ
る
　
か
た
ば
み

の
鎖
　
地
を
這
う
憎
し
み
　
蒼
く
も
つ
れ
　
火
と
な
る

離
れ
る
す
べ
な
い
　
人
差
し
と
引
き
が
ね
　
打
た
れ
た
恋
は

何
処
に
埋
め
る
　
つ
ぶ
や
く
だ
け
の
　
胸
の
夕
焼
け

今
日
は
昨
日
と
な
に
も
か
も
違
う

花
の
歌

佐
藤
　
信
作
詞

林
　
光
作
曲

小
さ
な
草
が
芽
を
ふ
い
た
　
そ
れ
か
ら
そ
っ
と
花
つ
け
た

多
分
そ
い
つ
は
遠
い
朝
　
そ
れ
が
僕
ら
の
歌
だ

っ
た



多
分
そ
い
つ
は
遠
い
朝
　
そ
れ
が
僕
ら
の
歌
だ

っ
た

小
さ
な
草
が
芽
を
ふ
い
た
　
そ
れ
か
ら
そ
っ
と
花
つ
け
た

多
分
そ
い
つ
は
遠
い
朝
　
そ
れ
が
僕
ら
の
歌
だ

っ
た

多
分
そ
い
つ
は
遠
い
朝
　
そ
れ
が
僕
ら
の
歌
だ

っ
た

僕
ら
は
い
つ
か
そ
こ
に
居
た
　
僕
ら
は
い
つ
か
見
つ
め
て
た

春
さ
え
来
れ
ば
芽
を
吹
い
た
　
雨
さ
え
降
れ
ば
花
つ
け
た

春
さ
え
来
れ
ば
芽
を
吹
い
た
　
雨
さ
え
降
れ
ば
花
つ
け
た

一
番
寒
い
冬
の
夜
　
一
番
酷
い
雪
の
時

声
に
は
せ
ず
に
歌
っ
て
た
　
忘
れ
ぬ
た
め
に
花
の
歌

声
に
は
せ
ず
に
歌
っ
て
た
　
忘
れ
ぬ
た
め
に
花
の
歌

雨

八
木
重
吉
作
詞

多
田
武
彦
作
曲

土
肥
永
津
子
ピ
ア
ノ
編
曲

雨
の
音
が
聞
こ
え
る
　
雨
が
降
っ
て
い
た
の
だ

雨
の
音
が
聞
こ
え
る
　
雨
が
降
っ
て
い
た
の
だ

あ
の
音
の
よ
う
に
そ
っ
と
　
世
の
為
に
働
い
て
い
よ
う

あ
の
音
の
よ
う
に
そ
っ
と
　
世
の
為
に
働
い
て
い
よ
う

雨
が
上
が
る
よ
う
に
　
静
か
に
死
ん
で
い
こ
う

雨
が
上
が
る
よ
う
に
　
静
か
に
死
ん
で
い
こ
う

鴎

三
好
達
治
作
詞

木
下
牧
子
作
曲

本
並
美
徳
編
曲

つ
い
に
自
由
は
彼
等
の
も
の
だ
　
彼
等
空
で
恋
を
し
て

雲
を
彼
等
の
臥
所
と
す
る

つ
い
に
自
由
は
彼
等
の
も
の
だ
　
太
陽
を
束
の
壁
に
掛
け

海
が
夜
明
け
の
食
堂
だ
　
つ
い
に
自
由
は
彼
等
の
も
の
だ

つ
い
に
自
由
は
彼
等
の
も
の
だ
　
彼
ら
自
身
が
彼
等
の
故
郷

彼
等
自
身
が
彼
等
の
墳
墓

つ
い
に
自
由
は
彼
等
の
も
の
だ
　
太
陽
を
西
の
窓
に
掛
け

海
が
日
暮
れ
の
舞
踏
室
だ
　
つ
い
に
自
由
は
彼
等
の
も
の
だ

つ
い
に
自
由
は
彼
等
の
も
の
だ

一
つ
の
星
を
住
処
と
し
　
一
つ
の
言
葉
で
事
足
り
る

つ
い
に
自
由
は
彼
等
の
も
の
だ
　
朝
焼
け
を
朝
の
歌
と
し

夕
焼
け
を
タ
ベ
の
歌
と
す
　
つ
い
に
自
由
は
彼
等
の
も
の
だ

サ
ッ
カ
ー
に
よ
せ
て

谷
川
俊
太
郎
作
詞

木
下
牧
子
作
曲

蹴
っ
飛
ば
さ
れ
て
き
た
も
の
は
　
蹴
り
返
せ
ば
い
い
の
だ

蹴
っ
飛
ば
さ
れ
て
き
た
も
の
は
　
蹴
り
返
せ
ば
い
い
の
だ

蹴
る

一
瞬
に
　
君
が
自
分
に
確
か
め
る
も
の

蹴
る

一
瞬
に
　
君
が
誰
か
に
委
ね
る
も
の

そ
れ
は
す
で
に
　
一言
葉
で
は
な
い
　
そ
れ
は
す
で
に

言
葉
で
は
な
い

泥
に
ま
み
れ
ろ
　
汗
に
ま
み
れ
ろ
　
そ
こ
に
し
か

憎
し
み
が
愛
へ
と
変
る
　
軌
跡
は
無
い

一
瞬
が
歴
史
へ
と
つ
な
が
る
　
軌
跡
は
無
い

身
体
が
身
体
と
ぶ
つ
か
り
合
い
　
大
地
が
空
と
混
ざ
り
合
う

そ
こ
で
し
か
　
ほ
ん
と
の
心
は
育
た
な
い

希
望
は
い
つ
も
泥
ま
み
れ
な
も
の
だ

希
望
は
い
つ
も
汗
ま
み
れ
な
も
の
だ

そ
の
弾
む
力
を
失
わ
ぬ
た
め
に

蹴
っ
飛
ば
さ
れ
て
き
た
も
の
は
　
蹴
り
返
せ
ば
い
い
の
だ

蹴
っ
飛
ば
さ
れ
て
き
た
も
の
は
　
力

一
杯
蹴
り
返
せ

死
ん
だ
男
の
残
し
た
も
の
は

谷
川
俊
太
郎
作
詞

武
満
　
徹
作
曲

赤
堀
文
雄
編
曲

死
ん
だ
男
の
残
し
た
も
の
は

一
人
の
妻
と

一
人
の
子
ど
も

他
に
は
何
も
残
さ
な
か
っ
た
　
墓
石
ひ
と
つ
残
さ
な
か
っ
た

死
ん
だ
女
の
残
し
た
も
の
は

じ
お
れ
た
花
と

一
人
の
子
ど
も

他
に
は
何
も
残
さ
な
か
っ
た
　
着
物

一
枚
残
さ
な
か
っ
た

死
ん
だ
子
ど
も
の
残
し
た
も
の
は

捻
れ
た
足
と
乾
い
た
涙

他
に
は
何
も
残
さ
な
か
っ
た
　
思
い
出
ひ
と
つ
残
さ
な
か
っ
た

死
ん
だ
兵
士
の
残
し
た
も
の
は

壊
れ
た
銃
と
ゆ
が
ん
だ
地
球
　
他
に
は
何
も
残
せ
な
か
っ
た

平
和
ひ
と
つ
残
せ
な
か
っ
た

死
ん
だ
彼
等
の
残
し
た
も
の
は

生
き
て
る
私
生
き
て
る
貴
方
　
他
に
は
誰
も
残
っ
て
い
な
い

他
に
は
誰
も
残
っ
て
い
な
い

死
ん
だ
歴
史
の
残
し
た
も
の
は

輝
く
今
日
と
ま
た
来
る
明
日
　
他
に
は
何
も
残
っ
て
い
な
い

他
に
は
何
も
残
っ
て
い
な
い

林
道
人
夫

藤
原
和
義
作
詞

・
作
曲

さ
の
よ
し
ひ
こ
編
曲

重
い
つ
る
は
し
か
つ
い
で
　
埃
に
ま
み
れ
た
日
暮
ら
し

黒
い
肌
に
汗
を
流
し
て
　
林
道
人
夫
よ
俺
た
ち
は

お
お
　
俺
た
ち
は
　
山
を
砕
き
　
道
を
作
る
男
さ

故
郷
の
便
り
が
届
け
ば
　
お
天
道
さ
ん
も
笑
う
よ

発
破
を
か
け
ろ
山
を
砕
け
　
林
道
人
夫
よ
俺
た
ち
は

お
お
　
俺
た
ち
は
　
山
を
砕
き
　
道
を
作
る
男
さ

風
に
吹
か
れ
り
ゃ
　
心
も
人
恋
し
さ
に
揺
れ
る
よ

雨
が
降
れ
ば
急
げ
ト
ラ
ッ
ク
　
酒
場
を
目
指
し
て
町
に
出
る

お
お
　
俺
た
ち
は
　
山
を
砕
き
　
道
を
作
る
男
さ

出
来
た
道
路
を
　
車
が
埃
を
た
て
て
走
る
よ

車
も
無
い
俺
は
歩
い
て
　
仕
事
を
探
し
に
旅
に
出
る

お
お
　
俺
た
ち
は
　
山
を
砕
き
　
道
を
作
る
男
さ

ヤ
マ
よ
夕
張
よ
わ
が
命
つ
げ
よ

森
谷
た
け
し
作
詞

高
平
つ
ぐ
ゆ
き
作
曲

檀
　
美
知
生
編
曲

坂
道
を
下
る
　
一
番
方
の
背
を
　
柔
ら
か
く
包
む

味
噌
汁
の
か
お
り
よ
　
怪
我
を
せ
ず
に
と
　
送
る
言
葉
は

山
に
命
掛
け
た
心
結
ぶ
絆
　
あ
あ
夕
張
の
川
面
覆
う
朝
の
霧

よ
　
妻
た
ち
の
想
い
乗
せ

我
が
山
の
地
底
深
く
流
れ
て
ゆ
け

家
並
み
を
縫
っ
て
　
響
く
さ
ざ
め
き
　
駆
け
抜
け
て
踊
る

細
く
長
い
影
よ
　
デ
」
飯
だ
よ
　
帰
っ
て
と
　
い
つ
も
の
声
は

山
に
命
掛
け
た
暮
ら
し
の
温
も
り
　
あ
あ
夕
張
の
山
肌
渡
る

緑
の
風
よ
　
子
ど
も
ら
の
願
い
乗
せ

我
が
山
の
地
底
深
く
波
打
っ
て
ゆ
け

幾
た
び
背
負
っ
た
　
担
架
の
重
み
　
忘
れ
る
こ
と
な
い

節
く
れ
た
肩
よ
　
あ
い
つ
の
切
羽
は
　
必
ず
守
る
と

山
に
命
掛
け
た
男
た
ち
の
誓
い

あ
あ
夕
張
の
谷
を
ま
く
雪
よ
風
よ
　
闘
い
の
心
乗
せ

我
が
山
の
地
底
深
く
渦
巻
い
て
ゆ
け

闘
い
の
心
乗
せ
　
谷
を
ま
く
雪
よ
風
よ

我
が
山
の
地
底
深
く
渦
巻
い
て
ゆ
け

地
底
の
う
た

荒
木
　
栄
作
詞

・
作
曲

・　
　
本
並
美
徳
編
曲

有
明
の
海
の
底
深
く
　
地
底
に
桃
む
男
た
ち

働
く
も
の
の
火
を
か
か
げ
　
豊
か
な
明
日
と
平
和
の
た
め
に

た
た
か
い
続
け
る
　
革
命
の
前
衛
　
山灰
鉱
労
働
者

眠
っ
た
ば
う
や
の
ふ
く
ら
ん
だ
　
ほ
ほ
を
つ
つ
い
て
表
に
出

れ
ば
　
夜
の
空
気
の
冷
え
び
え
と
　
朝
の
近
さ
を
告
げ
て
い
る

ご
安
全
に
と
妻
の
声
　
わ
た
す
弁
当
の
ぬ
く
も
り
に
は

つ
ら
い
差
別
に
負
け
る
な
と
　
心
を
こ
め
た
同
志
愛

夜
は
暗
く
壁
は
厚
い
　
だ
け
れ
ど
俺
た
ち
ゃ
負
け
な
い
ぞ

職
制
の
お
ど
か
し
恐
れ
ん
ぞ
　
あ
の
で
っ
か
い
闘
い
で

会
社
や
　
ポ
リ
公
や
　
裁
判
所
や
　
暴
力
団
と

男
も
女
も
子
ど
も
も
年
寄
り
も
　
が
ん
ば
ろ
う
の
歌
を
武
器
に

ス
ク
ラ
ム
を
武
器
に
　
闘
い
続
け
た
こ
と
を
　
忘
れ
ん
ぞ



夜
の
社
宅
の
眠
り
の
中
か
ら
　
あ
っ
ち
こ
っ
ち
か
ら
や
っ
て

く
る
仲
間
　
悲
し
み
も
喜
び
も
分
け
合
う
仲
間

闇
の
中
で
も
心
は
通
う
　
地
底
に
つ
づ
く
闘
い
め
ざ
し

今
日
も
切
羽
へ
　

一
番
方
出
勤

崩
れ
る
炭
壁
　
ほ
こ
り
は
舞
い
　
汗
は
あ
ふ
れ

か
つ
ぐ
坑
木
　
肩
は
破
れ
血
は
し
た
た
る

ド
リ
ル
は
う
な
り
　
流
れ
る
コ
ン
ベ
ア
　
柱
は
き
し
む

独
占
資
本
の
合
理
化
と
　
命
を
賭
け
た
闘
い
が
　
夜
も
　
昼
も

暗
い
坑
道
地
熱
に
や
け
　
漂
う
ガ
ス

岩
の
間
か
ら
し
た
た
る
水
　
ほ
ほ
を
濡
ら
し

カ
ッ
タ
ー
は
わ
め
き
　
飛
び
去
る
炭
車
　
岩
盤
き
じ
む

（落
盤
だ
ぁ
―
）
（埋
ま
っ
た
ぞ
―
）

米
国
反
動
の
搾
取
と
　
命
を
賭
け
た
闘
い
が

夜
も
　
昼
も
　
続
く

落
盤
で
殺
さ
れ
た
　
友
の
変
わ
り
果
て
た
姿

狂
お
し
く
取
り
す
が
る
　
奥
さ
ん
の
悲
し
み

お
さ
な
ご
は
何
に
も
知
ら
ず
　
背
中
で
眠
る

胸
突
き
上
げ
る
こ
の
怒
り
　
こ
の
怒
り

ピ
ケ
で
は
刺
し
殺
さ
れ
　
落
盤
で
は
押
し
つ
ぶ
さ
れ

炭
車
の
レ
ー
ル
を
　
血
で
染
め
た
仲
間

労
働
強
化
と
保
安
の
サ
ボ
で

次
々
に
　
仲
間
の
命
が
奪
わ
れ
て
い
く

奪
っ
た
奴
は
誰
だ
　
殺
し
た
奴
は
誰
だ
　
奪
っ
た
奴
を

殺
し
た
奴
を
　
許
さ
な
い
ぞ
　
断
じ
て
許
さ
な
い
ぞ

俺
た
ち
は
栄
え
あ
る
　
一二
池
炭
鉱
労
働
者

団
結
の
絆
　
さ
ら
に
強
く

真
実
の
敵
う
ち
く
だ
く
　
力
に
み
ち
た
た
た
か
い
を

足
ど
り
高
く
　
進
め
よ
う

俺
た
ち
は
栄
え
あ
る
　
一二
池
炭
鉱
労
働
者

ス
ク
ラ
ム
を
捨
て
た
　
仲
間
憎
ま
ず

真
実
の
敵
う
ち
く
だ
く
　
自
信
に
満
ち
た
た
た
か
い
の

手
を
差
し
伸
べ
よ
う
　
呼
び
か
け
よ
う

俺
た
ち
は
栄
え
あ
る
　
一二
池
炭
鉱
労
働
者

弾
圧
を
恐
れ
ぬ
　
不
敵
の
心

真
実
の
敵
う
ち
く
だ
く
　
勇
気
に
満
ち
た
た
た
か
い
で

平
和
の
砦
　
か
た
め
よ
う
　
か
た
め
よ
う

労
働
者
は
い
い
ぞ
橋
本
邦
久

・
労
働
者
は
い
い
ぞ
制
作
委
員
会

大
空
よ
広
く
　
太
陽
よ
紅
く
　
労
働
者
の
魂
よ

燃
え
上
が
れ
　
燃
え
上
が
れ

労
働
者
は
い
い
ぞ
　
あ
っ
た
か
く
っ
て
い
い
ぞ
　
ど
ん
な
遠

く
の
見
知
ら
ぬ
や
つ
も
　
つ
ら
い
仲
間
に
ゃ
手
を
伸
ば
す

そ
う
だ
　
俺
た
ち
労
働
者
　
仲
間
同
士
だ
　
一九
気
を
出
そ
う

日
焼
け
の
顔
が
笑
っ
て
る

労
働
者
の
た
か
ら
　
労
働
者
の
魂
　
虫
け
ら
の
よ
う
な
明
け

暮
れ
だ
け
ど
　
き
び
し
い
職
場
が
鍛
え
た

そ
う
だ
　
俺
た
ち
労
働
者
　
広
が
る
仲
間
の
ス
ク
ラ
ム
に

胸
は
る
俺
の
　
ど
根
性

労
働
者
は
い
い
ぞ
　
労
働
者
は
い
い
ぞ
　
あ
―
大
空
よ

太
陽
よ
　
労
働
者
の
魂
よ
　
燃
え
あ
が
れ
　
燃
え
あ
が
れ

日
々
草

星
野
富
弘
作
詞

加
羽
澤
美
濃
作
曲

本
並
美
徳
合
唱
編
曲

今
日
も
ひ
と
つ
　
悲
し
い
こ
と
が
あ
っ
た

今
日
も
ま
た
ひ
と
つ
　
嬉
し
い
こ
と
が
あ
っ
た

笑
っ
た
り
　
泣
い
た
り
　
望
ん
だ
り
　
あ
き
ら
め
た
り

憎
ん
だ
り
　
愛
し
た
り

今
日
も
ひ
と
つ
　
悲
し
い
こ
と
が
あ
っ
た

今
日
も
ま
た
ひ
と
つ
　
嬉
し
い
こ
と
が
あ
っ
た

笑
っ
た
り
　
泣
い
た
り
　
望
ん
だ
り
　
あ
き
ら
め
た
り

憎
ん
だ
り
　
愛
し
た
り

そ
し
て
　
フ」
れ
ら
の
ひ
と
つ
ひ
と
つ
を
　
柔
ら
か
く

包
ん
で
く
れ
た
　
沢
山
の
平
凡
な
こ
と
が
あ
っ
た

笑
っ
た
り
　
泣
い
た
り
　
望
ん
だ
り
　
あ
き
ら
め
た
り

憎
ん
だ
り
　
愛
し
た
り

川
の
流
れ
の
よ
う
に

秋
元
　
康
作
詞

見
岳
　
立早
作
曲

知
ら
ず
知
ら
ず
歩
い
て
き
た
　
細
く
長
い
こ
の
道

振
り
返
れ
ば
遥
か
遠
く
　
故
郷
が
見
え
る

で
こ
ぼ
こ
道
や
　
曲
が
り
く
ね
っ
た
道

地
図
さ
え
無
い
　
そ
れ
も
ま
た
人
生

あ
あ
　
川
の
流
れ
の
よ
う
に
　
ゆ
る
や
か
に

い
く
つ
も
時
代
は
す
ぎ
て

あ
あ
　
川
の
流
れ
の
よ
う
に
　
と
め
ど
な
く

空
が
た
そ
が
れ
に
　
染
ま
る
だ
け

生
き
る
こ
と
は
旅
す
る
こ
と
　
終
わ
り
の
無
い
こ
の
道

愛
す
る
人
そ
ば
に
つ
れ
て
　
夢
探
し
な
が
ら

雨
に
降
ら
れ
て
　
ぬ
か
る
ん
だ
道
で
も

い
つ
か
は
ま
た
　
晴
れ
る
日
が
来
る
か
ら

あ
あ
　
川
の
流
れ
の
よ
う
に
　
穏
や
か
に

こ
の
身
を
任
せ
て
い
た
い

あ
あ
　
川
の
流
れ
の
よ
う
に
　
移
り
ゆ
く

季
節
　
雪
解
け
を
　
待
ち
な
が
ら

あ
あ
　
川
の
流
れ
の
よ
う
に
　
穏
や
か
に

こ
の
身
を
任
せ
て
い
た
い

あ
あ
　
川
の
流
れ
の
よ
う
に
　
い
つ
ま
で
も

青
い
せ
せ
ら
ぎ
を
　
聞
き
な
が
ら

華
厳
経

柴
田
南
雄
作
曲

切
世
界
の
微
塵
は

一
の
微
塵
の
中
よ
り

切
如
来
の
光
明
網
雲
を
は
な
ち
て

切
世
界
の
微
塵
と
等
し
く

一
一
の
微
塵
の
中
よ
り

一
切
の
香
雲
を
い
だ
し
て

あ
ま
ね
く
法
界
に
薫
じ

普
賢
菩
薩
の
所
行

一
切
の
大
願
　
諸
々
の
功
徳
海
を
讃
歎
し

一
一
の
微
塵
の
中
よ
り

一
切
衆
生
に
ひ
と
し
き
　
身
雲
を
い
だ
し
て

相
好
荘
厳
し
　
ほ
と
け
の
光
明
を
は
な
ち
て

あ
ま
ね
く
法
界
を
照
ら
し

一
一
の
微
塵
の
中
よ
り

一
切
の
宝
形
　
像
雲
を
い
だ
し

十
方

一
切
の
世
界
に
充
満
し

一
一
の
微
塵
の
中
よ
り

一
切
如
来
の
身
雲
を
い
だ
し
て

一
切
世
界
の
微
塵
と
等
し
く
　
あ
ま
ね
く

一
切
の
甘
露
の
正
法
を

雨
降
ら
し
て
法
界
に
充
満
す

こ
れ
を
十
と
為
す

一ぃ
く
０
０
〇
一
０
Ｘ̈
っ
０
う
０
０

福
永
陽

一
郎
編
曲

古
荘
雄
二
訳
詩

土
肥
永
津
子
ピ
ア
ノ
編
曲

や
っ
た
ぜ
　
ロ
ッ
ペ
ン
ス
　
う
き
う
き
　
ロ
ッ
ペ
ン
ス

つ
か
ん
だ
　
ロ
ツ
ベ
ン
ス
　
命
の
綱
さ

ち
ょ
び
り
使
っ
て
　
貸
し
ち
ゃ
や
ん
ね

か
か
に
送
っ
て
や
ろ
う

何
も
心
配
は
な
い
　
一晏
切
る
女
も
い
な
い

王
様
に
な
っ
た
気
分
で
　
家
に
帰
れ
る
ぞ
　
帰
ろ
う
家
ヘ

ひ
か
る
銀
貨
を
　
握
り
締
め

最
高
の
日
は
給
料
国
　
家
に
帰
れ
る
ぞ


